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ご家族と…お仲間と…浴衣で夕涼みもいいですね。
すてきな夏をお過ごし下さい。
ご家族と…お仲間と…浴衣で夕涼みもいいですね。
すてきな夏をお過ごし下さい。 撮影 ㈱大武写真館 小関克郎

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
を
考
え
る
よ
り
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考

え
た
方
が
楽
し
い
で
す
よ
ね
。し
か
し
、現
実
に
は
問
題
ば
か

り
で
、
と
て
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
余
裕
は

な
い
と
い
う
人
も
多
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
は
﹁
問
題
﹂
は
何
故
﹁
問
題
﹂
な
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
は﹁
あ
る
べ
き
姿
﹂と
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
か
ら

な
の
で
す
。売
上
目
標
が
達
成
さ
れ
て
い
な
い
と
か
、備
え
る

べ
き
能
力
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
問
題
は
﹁
あ
る
べ
き
姿
﹂

と
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
た
め
に
生
じ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
問
題
が
見
つ
か
る
と
、
そ
の
原
因
を
論
理
的
に

探
求
し
て
解
決
方
法
を
考
え
よ
う
と
し
ま
す
。
メ
ー
カ
ー
の

生
産
現
場
で
行
わ
れ
て
き
た
品
質
管
理
の
考
え
方
が
そ
の
典

型
で
す
。
し
か
し
﹁
何
故
？
﹂﹁
何
故
？
﹂
と
原
因
を
追
求
し

続
け
る
と
、
ど
ん
ど
ん
気
分
が
暗
く
な
っ
て
き
ま
す
。

い
っ
そ
う
の
こ
と
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な

く
、
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
は
何
か
、
あ
り
た
い
姿
は
何
か
、

ど
ん
な
可
能
性
が
あ
る
か
を
考
え
て
、
そ
れ
を
実
現
す
る
努

力
を
し
て
み
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
そ
の
方
が
よ
ほ
ど
楽

し
い
し
、力
が
湧
い
て
き
ま
す
。あ
り
た
い
姿
を
実
現
し
よ
う

と
す
る
と
、
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
新
た
な
課
題
が

出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
は
﹁
あ
る
べ
き

姿
﹂と
の
ギ
ャ
ッ
プ
と
し
て
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
し

て
﹁
あ
り
た
い
姿
﹂
を
実
現
す
る
と
、
最
初
に
あ
っ
た
問
題
は

い
つ
の
間
に
か
解
決
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

問
題
で
は
な
く
、
可
能
性
に
目
を
向
け
る
こ
と
に
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
る

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
︵
元
Ｎ
Ｔ
Ｔ
仙
台
支
店
長
︶
香
取
  一
昭
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去
る
六
月
九
日

︵
火
︶
午
後
四
時
よ

り
、岩
沼
市﹃
竹
駒

神
社
参
集
殿
﹄
に

於
い
て
、
仙
台
南

税
務
署
長
ほ
か
来

賓
多
数
の
ご
臨
席

を
賜
り
、
総
勢
百

十
余
名
の
出
席
の

も
と
第
三
回
定
時
社
員
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
初
め
に
来
賓
紹
介
、
引
続
き

梶
原
会
長
の
挨
拶
と
と
も
に
開
会
と
な

り
ま
し
た
。

定
時
社
員
総
会
で
は
報
告

事
項

①
平
成
二
十
六
年
度
事
業
報

告
の
件
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②
平
成
二
十
七
年
度
事
業
計

画
報
告
の
件
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③
平
成
二
十
七
年
度
予
算
報

告
の
件
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

議
 
 
事

第
一
号
議
案
 
平
成
二
十
六

年
度
収
支
決
算
承
認
の
件

第
二
号
議
案
 
定
款
一
部
変

更
の
件

第
三
号
議
案
 
任
期
満
了

に
伴
う
理
事
・
監
事
改
選

の
件
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
、
上
程
さ
れ
議
案
に
つ

い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 
 
 

続
い
て
、
会
員
増
強
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
た
三
名
に
は
会
員
増
強
功
労
者
感
謝

状
と
記
念
品
が
、
厚

生
制
度
に
貢
献
さ
れ

た
五
名
に
は
厚
生
制

度
優
良
推
進
員
表
彰

状
と
記
念
品
が
︵
公

社
︶仙
台
南
法
人
会
梶

原
会
長
よ
り
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。受
彰
者
は

下
記
の
と
お
り
。

◎
会
員
増
強
功
労
者
表
彰

Ａ
Ｉ
Ｕ
損
害
保
険
（株
）

東
日
本
地
域
事
業
本
部
 
殿

梶
原
電
気
（株
）

代
表
取
締
役
 
梶
原
 
 
功
 
殿

大
同
生
命
保
険
（株
）

仙
台
支
社
第
一
営
業
課
 
殿

◎
厚
生
制
度
優
良
推
進
員
表
彰

経
営
者
大
型
総
合
保
障
制
度
推
進
の
部

大
同
生
命
保
険
（株
）仙
台
支
社

第
一
営
業
課
 
阿
部
 
啓
子
 
殿

第
一
営
業
課
 
阿
部
 
昭
子
 
殿

第
一
営
業
課
 
大
和
田
澄
枝
 
殿

ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド
の
部

（株
）保
険
工
房
オ
オ
ト
モ

代
表
取
締
役
 
大
友
 
繁
夫
 
殿

が
ん
保
険
・
介
護
保
険
等
の
部

（資
）ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
 

代
表
 
平
間
 
征
子
 
殿

来
賓
を
代
表

し
て
坂
本
英
俊

仙
台
南
税
務
署

長
・
成
瀬
廣
東

北
税
理
士
会
仙

台
南
支
部
長
よ

り
祝
辞
を
賜

り
、
定
時
社
員

総
会
を
無
事
に

終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

総
会
に
引
き
続
き
ま
し
て
、
仙
台
南
税
務

署
法
人
課
税
第
一
部
門
統
括
国
税
調
査
官
夏

坂
真
史
殿
よ
り
﹁
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
﹂
と

Ａ
Ｉ
Ｕ
損
害
保
険
（株
）リ
ス
ク
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
部
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
課
長

佐
藤
快
哉
殿
よ
り
﹁
事
故
を
起
こ
し
て
か
ら

で
は
遅
す
ぎ
る
！
ド
ラ
イ
バ
ー
危
険
予
測
チ

ェ
ッ
ク
﹂
と
題
し
て
二
つ
の
講
話
が
な
さ
れ

ま
し
た
。そ
の
後
、業
種
を
こ
え
た
会
員
交
流

会
が
行
わ
れ
盛
会
裡
の
う
ち
に
終
了
い
た
し

ま
し
た
。

仙
台
南
法
人
会
各
支
部
・
部
会
に
お
い
て

総
会
︵
事
業
報
告
会
︶
が
開
催
さ
れ
支
部
・

部
会
と
も
平
成
二
十
六
年
度
事
業
報
告
、
平

成
二
十
七
年
度
事
業
計
画
︵
案
︶、
役
員
改
選

の
件
な
ど
が
審
議
さ
れ
全
議
案
と
も
に
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

仙
台
太
白
支
部

日
時
 
四
月
十
五
日
（水
）午
後
六
時

場
所
 
い
と
う
会
館
 

名
取
支
部

日
時
 
四
月
十
七
日
（金
）午
後
六
時

場
所
 
守
屋
寿
し

岩
沼
支
部

日
時
 
四
月
二
十
七
日
（月
）午
後
六
時

場
所
 
竹
駒
神
社
参
集
殿

亘
理
支
部

日
時
 
四
月
二
十
日
（月
）午
後
六
時

場
所
 
二
の
丸

青
年
部
会

日
時
 
四
月
二
十
一
日
（火
）午
後
六
時

場
所
 
ホ
テ
ル
ふ
じ
や

女
性
部
会

日
時
 
四
月
二
十
三
日
（木
）午
前
十
一
時

場
所
 
ホ
テ
ル
ふ
じ
や

平
成
二
十
七
年
度
 

第
三
回
定
時
社
員
総
会
開
催
さ
れ
る

各
支
部・各
部
会
総
会
終
了
報
告

新 役 員 名 簿  （平成27年６月９日就任）
会   長 相澤十四男 （株）相澤設備 （名  取）（代 表 理 事）
副 会 長 佐藤 和也 （株）シンプルエアサービス（仙台太白）（代 表 理 事）
副 会 長 大友 浩幸 （有）大友葬儀社 （岩  沼）（業務執行理事）
副 会 長 太田  修 （株）太田工務店 （亘  理）（業務執行理事）
副 会 長 今野 幸治 （株）今幸建設 （名  取）（業務執行理事）
理   事 阿部  茂 （株）阿部塗装工業 （仙台太白）
理   事 齋藤 貞夫 東永電算システム（株）（仙台太白）
理   事 佐々木正悦 （有）佐々亀 （仙台太白）
理   事 戸村 義幸 トムラシステム（有） （仙台太白）
理   事 佐々木圭亮 （株）ささ圭 （名  取）
理   事 永冨 淳次 宮城中央ヤクルト販売（株）（名  取）
理   事 庄司  弘 （有）庄司コーポレーション（岩  沼）
理   事 菊地 善孝 菊地石材工業（株） （亘  理）
理   事 小関 克郎 （株）大 武 （青年部会）
理   事 佐々木靖子 （株）ささ圭 （女性部会）
監   事 木戸 哲哉 木戸哲哉税理士事務所 （    ）
監   事 八木みつ子 （有）八木会計センター （仙台太白）
監   事 吉田  博 （有）アイアイティー会計事務所（仙台太白）
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東
日
本
大
震
災
後
、
し
き
り
に
地
震
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
巨
大
な
地
震
に
よ
り
震

源
域
周
辺
の
地
殻
変
化
の
た
め
で
す
が
、
そ
れ

は
地
震
の
発
生
だ
け
で
な
く
、
地
殻
内
に
存
在

す
る
マ
グ
マ
溜
り
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
火
山
噴

火
を
誘
発
す
る
危
険
性
が
あ
る
の
で
す
。
そ
も

そ
も
地
震
が
な
ぜ
起
き
る
の
か
と
言
う
と
、
火

山
と
同
様
で
地
球
内
部
の
熱
が
原
因

で
す
。
地
球
の
中
心
部
で
は
四
十
六

億
年
前
の
地
球
誕
生
時
に
発
生
し
た

熱
が
未
だ
に
残
っ
て
お
り
、
こ
れ
に

よ
っ
て
上
昇
流
が
上
部
地
殻
へ
上
が

り
、
や
が
て
冷
や
さ
れ
重
く
な
り
下

降
流
と
な
り
沈
み
込
み
、
こ
の
循
環

す
る
対
流
運
動
︵
プ
ル
ー
ム
テ
ク
ト

ニ
ク
ス
︶
が
有
力
な
学
説
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
対
流
運
動
に
よ
り
プ

レ
ー
ト
は
移
動
し
、現
在
、地
球
に
は

プ
レ
ー
ト
が
十
数
枚
存
在
し
て
お

り
、
プ
レ
ー
ト
同
士
が
衝
突
し
て
い

る
部
分
で
は
重
い
プ
レ
ー
ト
が
軽
い

プ
レ
ー
ト
の
下
に
沈
み
込
み
、
ま
た
、

引
き
ち
ぎ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
海
嶺

な
ど
か
ら
マ
グ
マ
が
噴
出
し
新
た
な

プ
レ
ー
ト
が
生
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
衝
突
・
沈
み
込
ん
で
い
る
部
分

を
プ
レ
ー
ト
境
界
と
い
い
、
境
界
で

は
歪
み
や
変
形
が
起
き
易
い
為
、
地
震
が
多
く

発
生
し
ま
す
。
日
本
は
大
き
く
分
け
て
四
枚
の

プ
レ
ー
ト︵
北
ア
メ
リ
カ
プ
レ
ー
ト
、ユ
ー
ラ
シ

ア
プ
レ
ー
ト
、太
平
洋
プ
レ
ー
ト
、フ
ィ
リ
ピ
ン

海
プ
レ
ー
ト
︶に
乗
っ
か
っ
て
お
り
、世
界
の
地

震
の
一
割
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
要

因
の
地
震
動
と
し
て
は
隕
石
の
衝
突
、
火
山
噴

火
、氷
河
の
移
動
、人
の
生
活
振
動
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
日
本
に
二
十
ほ
ど
あ
る
火
山
直

下
の
地
震
活
動
も
こ
の
と
こ
ろ
、
活
発
化
し

て
い
ま
す
。火
山
と
は﹁
概
ね
過
去
一
万
年
以

内
に
噴
火
し
た
火
山
及
び
現
在
活
発
な
噴
気

活
動
の
あ
る
も
の
﹂
と
平
成
十
五
年
に
火
山

噴
火
予
知
連
絡
会
は
定
義
し
直
し
ま
し
た
。

火
山
の
種
類
は
プ
レ
ー
ト
の
分
布
と
大
き
く

関
係
し
て
お
り
、大
き
く
分
け
る
と
海

嶺
型
、
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
型
、
海
溝
型

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。日
本
は

プ
レ
ー
ト
が
沈
み
込
む
海
溝
型
に
属

し
ま
す
。太
平
洋
プ
レ
ー
ト
の
沈
み
込

み
に
よ
っ
て
岩
石
が
融
け
出
し
、マ
グ

マ
が
発
生
し
ま
す
。発
生
し
た
マ
グ
マ

は
上
昇
し
、浮
力
を
失
う
と
あ
る
深
さ

で
止
ま
り
、こ
こ
に
マ
グ
マ
溜
り
が
出

来
ま
す
。マ
グ
マ
溜
り
が
さ
ら
に
上
昇

し
て
い
く
と
、周
り
の
岩
盤
が
圧
力
に

耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
壊
れ
、地
表
か

ら
急
激
に
溶
岩
や
火
山
灰
が
噴
出
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
を
噴
火
と
い
い
ま
す
。

噴
火
に
は
火
砕
流
︵
長
崎
県
：
雲
仙

岳
︶、火
山
泥
流︵
北
海
道
：
十
勝
岳
︶、

山
体
崩
壊
︵
福
島
県
：
磐
梯
山
︶
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
︵
北
大
西
洋
条
約
機
構
︶

で
は
、﹁
戦
争
よ
り
自
然
災
害
の
死
者

の
方
が
多
い
﹂こ
と
に
注
目
し
て
い
て
、災
害

対
策
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
予

算
の
縮
小
に
よ
り
観
測
機
器
の
老
朽
化
や
人

手
不
足
が
深
刻
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後

一
層
の
災
害
対
策
予
知
の
研
究
を
積
み
重
ね

て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

●
広
報
委
員
会
が
パ
ソ
コ
ン
に
﹁
地
震
と
火
山
﹂

を
検
索
、
そ
の
中
か
ら
文
章
を
ま
と
め
ま
し
た
。

地震と火山新しい

風

︻
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
つ
い
て
】

社
会
保
障
・
税
制
度
の
効
率
性
・
透
明
性

を
高
め
、
国
民
に
と
っ
て
利
便
性
の
高
い
公

平
・
公
正
な
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、社
会
保
障
・
税
番
号
制
度︵
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
︶
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
一
〇
月
か
ら
、
個
人
番
号

及
び
法
人
番
号
が
通
知
さ
れ
、
平
成
二
十
八

年
一
月
か
ら
順
次
、
国
税
分
野
で
利
用
が
開

始
さ
れ
ま
す
。企
業
に
お
い
て
は
、給
与
所
得

の
源
泉
徴
収
票
の
作
成
、
社
会
保
険
料
の
支

払
・
事
務
手
続
な
ど
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取

扱
い
が
必
要
と
な
り
、
対
象
業
務
の
洗
い
出

し
や
対
処
方
針
の
決
定
等
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
へ
の
円
滑
な
対
応
に
向
け
た
準
備
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
情
報
は
、

順
次
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

税
に
関
す
る
お
知
ら
せ

セ
ミ
ナ
ー
予
定

◎
会
社
を
の
ば
す
経
営
・
財
務
・
税
務

講
師
 
生
沼
寛
隆
税
理
士
事
務
所

代
表
・
税
理
士生沼

 
寛
隆
 氏

日
時
 
十
月
七
日︵
水
︶

場
所
 
青
葉
区
：
戦
災
復
興
記
念
館

◎
や
さ
し
く
わ
か
る
総
務
・
庶
務
の

実
務

講
師
︵
株
︶人
事
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン

代
表
取
締
役
・
経
営
士

松
本
 
健
吾
 氏

日
時
 
平
成
二
十
八
年
三
月
九
日︵
水
︶

場
所
 
青
葉
区
：
戦
災
復
興
記
念
館

︵
予
定
︶

※
定
員
・
参
加
費
用
等
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

宮
城
県
法
人
会
連
合
会
長
表

日
時
 
六
月
二
日
︵
火
︶
午
後
三
時

場
所
 
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

受
彰
者

会
 
 
長
 
 
梶
原
 
 
功
 
氏

理
 
 
事
 
 
大
友
 
浩
幸
 
氏

理
 
 
事
 
 
齋
藤
 
貞
夫
 
氏

事
務
局
長
 
 
関
村
 
 
実
 
氏

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
い

た
し
ま
す
。
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法
人
会
員
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。

当
社
は
、
私
の
父
で
あ
る
社
長
が
起
業

し
て
か
ら
、三
十
年
が
経
ち
ま
し
た
。地
元

で
あ
る
荒
浜
に
無
い
仕
事
に
し
よ
う
と
思

い
、
葬
祭
業
に
決
め
た
の
だ
そ
う
で
す
。

当
初
は
、お
客
様
の
ご
自
宅
で
の
通
夜

か
ら
、お
寺
で
の
お
葬
儀
の
お
手
伝
い
を

す
る
傍
ら
、花
環
と
呼
ば
れ
る
造
花
の
飾

り
を
設
置
す
る
仕
事
を
多
く
頂
戴
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
時
代
の
流
れ
か
、
花

環
の
仕
事
は
激
減
し
ま
し
た
。代
わ
り
に

葬
儀
専
用
の
会
館
で
の
通
夜
葬
儀
の
一

切
を
行
う
形
式
が
一
般
化
し
ま
し
た
。当

社
で
も
﹁
亘
理
斎
場
 
静
海
波
﹂
と
し
て

式
場
を
オ
ー
プ
ン
し
、社
員
一
同
で
お
客

様
の
お
葬
儀
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。

私
た
ち
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
、創
業

当
初
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
ま
す
。

﹁
十
年
一
昔
﹂と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、将
来

的
に
も
大
き
く
変
化
し
て
行
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。変
化
に
耐
え
て
い
く
為

に
は
勉
強
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。法
人
会
の

皆
様
に
は
、ご
指
導
を
頂
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

亘
理
町

㈲
や
ま
と
屋

専
務
取
締
役

渡
辺
 
健
太

秋
保
で﹁
無
農
薬
有
機
栽
培
﹂　
　
　

に
取
り
組
む

﹁
健
康
﹂
﹁
環
境
﹂
﹁
つ
な
が
り
﹂
を
大
切
に
し
た
農
業
を
営
む
、
秋
保
の

﹁
く
ま
っ
こ
農
園
﹂。﹁
こ
の
仕
事
が
好
き
で
た
ま
ら
な
い
﹂と
い
う
思
い
で

農
業
の
世
界
に
飛
び
込
ん
だ
、代
表
の
渡
辺
重
貴
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ
﹁
く
ま
っ
こ
農
園
﹂
と
は
、
ど
ん
な
と
こ
ろ

で
す
か
？

秋
保
大
滝
の
近
く
、
里
山
に
囲
ま
れ
た
緑

豊
か
な
場
所
で﹁
無
農
薬
有
機
栽
培
﹂を
し
て

い
る
農
園
で
す
。耕
地
面
積
は
一・四
ha
、野
菜

は
年
間
約
七
十
種
類
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
だ
け
多
品
目
に
な
る
と
、
一
日
の
う

ち
に﹁
レ
タ
ス
の
種
を
播
き
、小
松
菜
を
収
穫

し
、肥
料
も
や
り
…
﹂と
、作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
込
み
入
っ
て
く
る
の
で
す
が
、
宅
配
契

約
の
お
客
様
に
﹁
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
を
届
け

た
い
﹂
と
い
う
思
い
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
季
節
の
先
取
り
は
し
ま
せ
ん
。
夏
に

は
夏
の
、冬
に
は
冬
の
野
菜
だ
け
。農
薬
を
使

わ
ず
病
気
に
し
な
い
た
め
に
は
、﹁
適
期
栽

培
﹂
が
重
要
だ
か
ら
で
す
。

Ｑ
販
売
先
は
ど
ち
ら
で
す
か
？

全
体
の
四
割
を
個
人
宅
配
お
よ
び
飲
食

店
関
係
に
。
三
割
は
無
農
薬
を
扱
う
業
者

や
市
場
の
仲
卸
へ
。
残
り
は
道
の
駅
や
大

型
ス
ー
パ
ー
の
直
売
コ
ー
ナ
ー
に
出
荷
し
て

い
ま
す
。

定
期
的
に﹁
季
節
の
野
菜
セ
ッ
ト
﹂を
届
け

る
個
人
会
員
は
、現
在
約
六
十
人
。大
部
分
は

仙
台
市
内
で
す
が
、関
東
の
方
も
い
ま
す
。ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
口
コ
ミ
で
広
ま
り
ま
し
た
。

Ｑ
農
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
に
育
ち
、
大
学
も
経

営
学
専
攻
で
、農
業
と
の
接
点
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。在
学
中
、オ
イ
ス
カ
と
い
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ

に
関
わ
っ
た
こ
と
が
転
機
に
な
り
ま
し
た
。

オ
イ
ス
カ
は
、

ア
ジ
ア
・
太
平

洋
地
域
で
農
村

開
発
や
環
境
保

全
活
動
を
す
る

団
体
で
す
。私
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
農
村
で
活
動

し
た
の
で
す
が
、

初
め
て
自
分
の

育
て
た
と
う
も

ろ
こ
し
を
か
じ

っ
た
瞬
間
の
衝

撃
は
今
で
も
鮮

明
に
覚
え
て
い

ま
す
。﹁
こ
ん
な

に
甘
く
て
お
い

し
い
食
べ
物
を

自
分
で
作
る
こ

と
が
で
き
て
、そ

れ
を
仕
事
に
で

き
る
﹂
と
、
す
っ

か
り
農
業
に
は

ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
秋
保
の
有
機
農
家
で
二
年
間
研
修

し
、
土
地
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
て
二
〇
〇
六

年
に
独
立
し
ま
し
た
。

Ｑ
農
業
を
す
る
上
で
気
を
付
け
て
い
る
こ
と

は
？

決
し
て
手
を
抜
か
な
い
こ
と
で
す
。

気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
作
業
が
続
き
、﹁
ち

ょ
っ
と
楽
を
し
た
い
な
﹂
と
思
っ
た
時
は
、

﹁
こ
こ
で
手
を
抜
く
と
、必
ず
後
で
返
っ
て
く

る
ぞ
﹂
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
す
。

個
人
宅
配
は
、
品
質
が
続
か
な
い
と
す
ぐ

に
解
約
さ
れ
て
し
ま
う
。
ず
っ
と
続
け
て
も

ら
う
の
は
案
外
難
し
い
こ
と
で
す
。

目
指
す
は
﹁
健
康
﹂﹁
環
境
﹂﹁
つ
な
が
り
﹂

を
大
切
に
し
た
農
業
。
そ
の
た
め
に
必
要
な

こ
と
で
あ
れ
ば
、
手
を
抜
く
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

︵
取
材
日
 
平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
八
日
︶

く
ま
っ
こ
農
園

仙
台
市
太
白
区
秋
保
町
馬
場
字
新
田
町

七
十
三
の
十
八

℡
０
９
０
︵
２
６
０
２
︶
１
７
１
４

生
命
力
あ
ふ
れ
る
季
節
野
菜
を
宅
配

くまっこ農園
代表 渡辺重貴 氏
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山
元
町

㈱
山
元
電
設

専
務
取
締
役

早
坂
美
恵
子

法
人
会
員
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。

弊
社
は
東
北
電
力
︵
株
︶
配
電
線
工
事

を
主
と
し
た
電
気
工
事
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

昭
和
四
十
二
年
に
開
業
し
約
半
世
紀

電
気
工
事
業
を
歩
ま
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。
こ
の
歩
み
の
中
で
、
宮
城
県
沖
地

震︵
昭
和
五
十
三
年
︶、ク
リ
ス
マ
ス
大
雪

︵
昭
和
五
十
五
年
︶、
そ
し
て
、
東
日
本
大

震
災
︵
平
成
二
十
三
年
︶
を
経
験
し
て
き

ま
し
た
。

災
害
と
共
に
発
生
す
る
停
電
、微
力
な

が
ら
復
旧
に
向
け
作
業
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
四
年
前
の
震
災
時
に
は
、
郡
部
で

は
一
週
間
、十
日
と
電
気
の
無
い
時
を
過

ご
し
て
い
た
中
、ふ
っ
と
点
い
た
電
気
の

明
か
り
に
安
心
と
暖
か
み
を
感
じ
、ほ
っ

と
一
息
つ
け
た
と
お
声
を
頂
き
あ
り
が

た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

震
災
後
の
復
興
は
少
し
ず
つ
進
ん
で

お
り
ま
す
が
道
半
ば
、
今
後
も
社
員

一
同
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
通
じ
地
域
社

会
へ
貢
献
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

法
人
会
会

員
の
皆
様
こ

ん
に
ち
は
、

こ
の
度
、

仙
台
南
法
人

会
青
年
部
会

亘
理
支
部

長
、
仙
台
南

法
人
会
青
年

部
会
副
部
会

長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。去
年
ま
で
は
、亘
理

支
部
の
副
支
部
長
と
し
て
支
部
長
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
皆
様
か
ら
の

ご
協
力
が
必
要
で
す
。青
年
部
で
は
、租
税
教

育
が
あ
り
ま
す
。
勉
強
を
し
て
小
学
校
に
行

き
税
金
の
使
い
道
を
教
え
伝
え
る
こ
と
は
難

し
い
、
け
れ
ど
小
学
生
に
分
か
り
や
す
く
説

明
を
し
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
一
人
で
は
出

来
ま
せ
ん
の
で
亘
理
支
部
の
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
支
部
長
と
し

て
本
部
と
一
緒
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
青
年
部
員
を
増
や
す
事
が
私

の
使
命
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
各
講
習
会
の

開
催
、
部
員
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
を
増

や
し
皆
が
法
人
会
青
年
部
会
に
入
っ
て
良
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
二
年
間
で
は
あ
り

ま
す
が
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

色
々
な
団
体
で
会
員
の
減
少
が
あ
り
ま
す

が
、
地
域
を
通
し
て
地
域
の
仲
間
作
り
や
地

域
の
貢
献
活
動
も
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。又
、仙
台
南
法
人
会
青
年
部
会

の
役
員
さ
ん
と
連
携
と
を
取
り
合
い
青
年
部

会
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
事
で
す
が
弊
社
は
、
山
元
町
で
建
設
会

社
を
営
ん
で
お
り
ま
す
。
主
に
木
造
住
宅
の

設
計
、施
工
、増
改
築
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
昭
和
四
五
年
に
私
の
父
親

が
山
元
町
に
て
工
務
店
を
創
業
い
た
し
ま
し

た
。今
年
で
創
業
四
五
年
に
な
り
ま
す
。私
が

代
表
取
締
役
に
就
任
し
た
の
が
震
災
の
一
年

前
で
あ
っ
と
言
う
間
に
こ
こ
ま
で
き
ま
し

た
。
町
内
で
は
ま
だ
住
宅
の
再
建
が
出
来
て

い
な
い
お
客
様
が
い
ま
す
の
で
、
そ
の
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
四
年
が
過
ぎ
、地
域
の

復
興
工
事
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
ど
の
様
な

形
に
な
る
か
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。そ
れ
と
同

時
に
会
社
、自
分
が
地
域
の
町
づ
く
り
を
考
え

て
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。今
ま
で
地
域
で
育

て
ら
れ
、地
域
が
あ
っ
た
か
ら
人
と
の
出
会
い

が
あ
っ
た
か
ら
仕
事
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、今
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
を
じ
っ
く
り
考
え
行
動
に
移
さ
な
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な

い
で
行
動
を
お
こ
し
て
い
き
ま
す
。こ
れ
か
ら

の
未
来
の
子
供
た
ち
の
為
に
将
来
の
地
域
発

展
の
た
め
法
人
会
青
年
部
員
と
し
て
の
誇
り

を
持
ち
皆
様
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

㈱
鈴
久
建
設

代
表
取
締
役
 
鈴
木
 
 
隆

︵
第
四
十
八
便
︶

と
も
に
育
つ

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便
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経
理
の
実
務
手
ほ
ど
き
講
座

六
月
十
一
日
︵
木
︶
東

京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー

ル
宮
城
六
階
会
議
室
に

お
い
て
﹁
経
理
の
実
務
手

ほ
ど
き
講
座
﹂
の
一
日
経

理
初
級
セ
ミ
ナ
ー
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
企
業
会

計
に
必
要
な
簿
記
の
知

識
と
技
能
を
わ
か
り
や

す
い
説
明
が
あ
り
、
多
数
参
加
の
も
と
好
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

社
会
貢
献
事
業

仙
台
太
白
支
部
で
は
、
社
会
貢
献
事
業
の
一

環
と
し
て
五
月
二
十

三
日
︵
土
︶
 Ｊ
Ｒ
南
仙

台
駅
周
辺
﹂
の
地
域
清

掃
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。
早
朝
か
ら
沢
山
の

方
の
ご
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

次
回
は
、
七
月
二
十

五
日︵
土
︶﹁
あ
す
と
長

町
周
辺
﹂
の
清
掃
を
行

い
ま
す
。
是
非
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

岩
沼
支
部
が
中
心
と
な
り
、
五
月
三
十
日

︵
土
︶、
岩
沼
市
押
分
須
加
原
に
お
い
て
︵
公
財
︶

瓦
礫
を
活
か
す
森
の
長
城
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
並
び

に
Ａ
Ｉ
Ｕ
損
害
保
険
会

社
等
が
共
催
の
も
と﹁
第

三
回
千
年
希
望
の
丘
植

樹
祭
〇
一
五
﹂に
参
加
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
全
国

各
地
か
ら
集
ま
っ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
約
五
千
名
と

と
も
に
十
八
種
の
苗
木

を
五
万
本
植
え
ま
し
た
。

新
人
社
員
研
修
会

四
月
八
日
︵
水
︶
戦
災

復
興
記
念
館
五
階
会
議

室
に
お
い
て
﹁
新
人
社
員

研
修
講
座
﹂
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
多
数
ご

参
加
の
も
と
講
師
に
第

一
印
象
研
究
所
代
表
杉

浦
永
子
氏
を
お
招
き
し
、

新
入
社
員
を
対
象
と
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な
ど
に
つ
い
て
研
修
会
を

行
い
ま
し
た
。

決
算
法
人
説
明
会

五
月
二
十
二
日
︵
金
︶

太
白
区
中
央
市
民
セ
ン

タ
ー
大
会
議
室
に
お
い

て
四
・
五
・
六
月
に
決

算
を
迎
え
る
法
人
を
対

象
に
﹁
決
算
法
人
説
明

会
﹂
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
申
告
書
を
作
成
す
る

上
で
知
っ
て
お
き
た
い

基
礎
的
な
知
識
を
中
心
に
研
修
な
ど
、
会
員
・

非
会
員
の
方
も
含
め
沢
山
の
ご
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修
会

五
月
十
二
日
︵
火
︶
サ

ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
︵
株
︶
仙

台
工
場
ゲ
ス
ト
ホ
ー
ル

に
お
い
て
名
取
支
部
が

名
取
市
商
工
会
と
共
催

で
﹁
基
礎
か
ら
見
直
す
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
﹂
を
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
多
数

ご
参
加
の
も
と
社
会
人

と
し
て
の
心
構
え
や
マ
ナ
ー
等
、
即
戦
力
と
し

て
す
ぐ
使
え
る
知
識
を
研
修
い
た
し
ま
し
た
。

広
告
募
集
中

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記
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女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
福
岡
大
会
報
告

春
爛
漫
の
四
月
十
六
日
、
九
州
福
岡
を
会
場

に
﹁
第
十
回
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
福

岡
大
会
﹂が
開
催
さ
れ
、全
国
津
々
浦
々
か
ら
千

五
百
名
の
女
性
会
員
が
集
い
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
、
最
近
テ
レ
ビ
に
よ
く
出
演
さ

れ
て
い
る
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
藻
谷
浩
介
氏
。

﹁
女
性
が
つ
く
る

日
本
・
地
域
の
元

気
﹂と
題
し
て
、高

齢
化
、
現
役
世
代

の
減
少
に
よ
り
景

気
が
低
迷
し
て
い

る
現
実
を
背
景
に

今
後
の
日
本
に
と

っ
て
重
要
な
の
は

女
性
の
力
で
あ
る

こ
と
。
そ
れ
を
生

か
す
た
め
に
子
育
て
支
援
や
働
く
女
性
へ
の
支

援
が
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
い
う
お
話
を

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
後
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
珍
し
い
郷
土

料
理
や
地
元
芸
妓
衆
に
よ
る
余
興
等
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
福
岡
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
に
迎
え

ら
れ
、
随
所
に
あ
た
た
か
い
お
も
て
な
し
の
心

が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
大
会
で
し
た
。

次
年
度
は
、
お
隣
の
福
島
県
が
会
場
と
な
り

ま
す
。同
管
内
と
い
う
こ
と
で
、多
く
の
会
員
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
応
援
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Photo
活　動

レポート

仙
台
南
法
人
会
で
は
広
報
誌
﹁
せ
ん
だ
い
美

名
実
﹂の
設
置
場
所
の
提
供
を
求
め
て
い
ま
す
。

詳
細
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

東
証
一
部
の
時
価
総
額
が
バ
ブ
ル
期
の
最

高
値
を
更
新
し
た
そ
う
で
す
・
・
・

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
影
響
で
、
一
部
の
外
需

産
業
は
潤
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
内
需
産

業
に
お
い
て
は
資
材
等
の
高
騰
で
苦
し
い
経

営
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
業
種
で
も
、
良
い
時
も
あ
れ
ば
、

悪
い
時
も
あ
る
も
の
で
す
。

悪
い
時
に
も
、
笑
顔
で
前
向
き
に
動
き
回

れ
ば
、
い
つ
か
必
ず
光
が
見
え
て
く
る
も
の

で
す
。

と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
お
り
ま
す
！

︵
広
報
委
員
 
藤
原
竜
二
︶

発
行
所
 
公
益
社
団
法
人
 仙
台
南
法
人
会

〠
982‑0014
仙
台
市
太
白
区
大
野
田
二
丁
目
一
番
四
八
号

レ
ジ
デ
ン
ス
王
ノ
壇
二
〇
二
号

☎
〇
二
二
︱
二
四
六
︱
三
六
一
四

FAX
〇
二
二
︱
二
四
六
︱
四
五
二
〇

E-m
ail: info@
m
inam
iho.com

発
行
人
 
 
会
 
長
 
相
澤
 
十
四
男

編
 
集
 
 
広
 
報
 
委
 
員
 
会

当
法
人
会
で
は
広
報
誌
﹁
せ
ん
だ
い
美
名

実
﹂
な
ど
発
送
時
に
同
封
す
る
チ
ラ
シ
折
込

広
告
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。︵
但
し
、
広
告
内
容
に

よ
っ
て
は
ご
要
望
に
添
え
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。︶

規
格
は
Ａ
４
版
。

一
枚
に
つ
き
二
十
円
︵
手
数
料
込
︶


